
 

　はちおうじ総務相談所の長岡です。おかげさまで、この
事務所通信も第10号まで発行することができました。「経
営に役立つ情報」というテーマからは外れてきているよう
な気がするものの、これからも月に１本の発行を続けてい
きたいと考えています。次の目標は１周年でしょうか。 
　事務所通信を始めたのは社労士登録がきっかけでしたが、
その前に「ブログの運営がうまくいかないので次の打ち手
を」という状況でもありました。「うまくいかない」とい
うより、ブログは明らかに失敗でしたね。 
　失敗は分析する必要があるかなと考えまして、少し前から「コンテンツマーケティング」に
関する本を何冊か読んでいます。「今ごろ？」と思われるかもしれませんが、それはたまたま
Kindleでセールされている時期が重なっただけで、ようするに「失敗の分析」というのは後
付けの理由です。 
　ともあれ、これまでなんとなく避けてきた分野だけあって、あらためて読んでみると反省と
ともにいろいろと気づかされます。「何のためにブログを公開するのか」という目的からして
間違っていました。興味のあることを何となくまとめて、それを発信しているうちに仕事につ
ながる……そんなに甘いわけないですよね。 
　 ブログだけでなく、Webサイト全体の構成も見直す必要があるでしょう。事務所通信の役
割も変えていくかもしれません。このあたりは、今年の下半期で片を付けたいところです。 
　 この記事を読んだみなさんが同じ失敗を避けられれば、「経営に役立つ情報」としての面
目が保てるのかなと考えています。あと、なんとなく仕事をしていてもうまくいかないのは当
たり前で、やはり外部からの適切な情報や支援は必要なのだなと感じました。
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ブログとコンテンツマーケティングと私

今⽉月の予定（2016年年７⽉月）
 11日（月）労働保険「年度更新」　締切 

 11日（月）健康保険・厚生年金「算定基礎届」　締切 

⽉月末は京都に出張でした



今⽉月の推薦図書
　 「コンテンツマーケティング」という言葉自体は目にしたことがあったものの、なんとな
く「ブログで集客」みたいなイメージしかありませんでした。もちろん、そんなに浅いもので
はなかったようです。自己流でどうこうなるものではないでしょうね。 
　 たしかに、ブログも一つの手段ではあるのですが、顧客の開拓や購買に結びつく情報とし
て考えると、セミナーや出版なども「コンテンツ」に含まれるそうです。そういったものを
組み合わせて、誰に対してどのように発信していくのか。やり方を間違えると効果が出ないこ
とは、身をもって体験しているわけであります。 
　有益な情報を用意して戦略的に発信していき、さらにその効果を検証して改善につなげる。
いわゆるPDCAを回していくことによって、効果はさらに高まっていくそうです。いわれてみ
れば、営業活動として行うわけですから、そういった作業は必須なんですよね。 
　 この事務所通信も今回で第10号となりました。そろそろ検証して改善につなげていく時期
なのかもしれません。まあ、最初に計画を立てていないのが問題のような気もしますが……。

今⽉月の推薦映画

　今回のテーマは「コンテンツマーケティング」でした。研究というほどではありませんが、
いろいろと調べてみるとおもしろい分野ですね。同業者のサイトなども、これまではなんと
なく「こういう線を狙っているのかな？」みたいに見ていましたが、それが少しはっきりし
てきた感じです。もっとも、わかったからといって、どうということもないのですが。 
　しかし、自分のこととなると話は別で、この事務所通信もなかなか先が見えてこないです。
まあ、「継続は力なり」ということで、まだこの調子で続けていこうかなと思っています。

編集後記
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『いちばんやさしいコンテンツマーケティングの教本』  
 　宗像淳・⻲亀⼭山將  著 　2015年年 　インプレス

『グリーン・ホーネット』  
 　ミシェル・ゴンドリー  監督 　2011年年

　ヒーローは時として、その良心が弱みとなることがあります。例えば、人質を取られて身動
きができなくなってしまう展開など。そこで、「自分たちもワルだが他の悪い奴らは容赦な
く成敗」というキャラクター設定にして、遠慮なく暴れていくのがこの話の主人公です。 
　 この「自分たちも悪人」というのを世間に知らしめるために、身体を張って事件を起こし
て、それを新聞記事として発信していきます。やはり世間に情報を拡散させるためには、それ
なりに努力をしなければならないようです。 
　もっとも、「主人公が新聞社の社長」というのも、無視できない要因ではありましょうか。
ただし、これは情報発信の手段が限られていた時代に生まれた話がもとになっているからでし
て、いまだったら一般の人でもYouTubeなどで拡散することは可能でしょう。 
　元々は、戦前に放送されていたアメリカのラジオドラマだったそうです。それがテレビドラ
マやコミックになり、21世紀になって映画化されたのがこの作品ということで、素材（コン
テンツ）が良ければいろいろと発展していく可能性があるのだなと感じました。
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